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§§§§１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに

１１１１－－－－１１１１ 概要概要概要概要

充実集中検針盤ＡＲ－ⅡΣは、集中検針の容易化とトータルコストダウンを目的に、

した基本機能と拡張性、操作性を考慮して開発しました。

その概要は、棟またはブロックの各戸メーターを、それぞれ２線伝送で検針盤または、端

末伝送器に集めます。集中検針盤と端末伝送器間及び、端末伝送器相互間との伝送部分を４

線マルチライン（信号ライン２線、電源ライン２線）で結び、データの伝送を行います。

さらに加入電話回線などを利用して、自動検針（ＡＲ＋α、ＮＴＴテレコン（株）殿：５

ビット自動検針システム）への移行可能なシステムです。

集中検針盤システム構成図

（１）バス方式

最大１６台

1ch

集中検針盤

AC100V 2ch

: 端末伝送器 端末伝送器

: ｱﾄﾞﾚｽ１ ｱﾄﾞﾚｽ16

10ch

Ｍ１ Ｍ16 Ｍ１ Ｍ16

自動検針

（オプション） 最大１６個

QR1

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ Ｍｎ

：５ビット電文出力付メーター

（２）スター方式

集中検針盤 Ｍ１

AC100V

最大６４個

Ｍ64

自動検針

（オプション）

QR1 Ｍｎ

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ ：５ビット電文出力付メーター
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１１１１－－－－２２２２ 安全安全安全安全にににに正正正正しくおしくおしくおしくお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために（（（（必必必必ずおずおずおずお守守守守りくださいりくださいりくださいりください））））

この取扱説明書では製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人への危害や財産への損害

を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は、次のように

なっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

掲載ページ表 示 意 味

この表示を無視して誤った取扱いをすると、使用者が死亡または重傷を負 P.2

う可能性が想定されることをあらわしています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性が P.2 P.10

想定される場合、および物理的損害のみの発生が想定されることをあらわ P.11

しています｡

警告表示用図記号について次のような意味があります。

一般的な注意 感電注意 一般的な禁止 分解禁止

濡れた身体で操作、作業をしないでください。

感電の恐れがあります。

とくに、中扉を開けて作業する場合は注意してください。

本機の内部にはＡＣ１００Ｖが使用されています。

本機の中扉を開けて作業をする場合は直流電源部や「ＡＣ１００Ｖ」

「Ｌ１」「Ｎ１」とかかれているところはふれないようにしてくださ

い。

感電の恐れがあります。

内蔵電池（バックアップ用電池）は充電、加熱、火中への投入等をし

ないでください。

発火、破裂等の恐れがあります。

内蔵電池（バックアップ用電池）は分解しないでください。

刺激性ガスの発生する恐れがあります。

本機には雨や水などの液体が直接かからないようにしてください。

感電や故障の原因になります。

万一、液体がかかった場合は電源をＯＦＦにして保守契約先に連

絡してください。

本機の扉を開けて作業をする場合は、注意して作業をしてくださ

い。

作業中に頭部などを扉のカドで打つ恐れがあります。
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本機の設置場所・環境は「ＡＲ－ⅡΣ 工事指導書（工事編）」を

参照してください。

本機のそばで喫煙をしないでください。

タバコの灰が本機の内部にはいると故障の原因になります。

本機の近くに磁気を発生するもの（変圧器やモーター等を使用し

ている機器など）や磁気を帯びているもの（スピーカーなど）を

置かないでください。

誤動作の原因になります。

本機を改造したり、分解したりしないでください。

故障の原因になります。
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§§§§２２２２．．．．集中検針盤集中検針盤集中検針盤集中検針盤

２２２２－－－－１１１１ 外観及外観及外観及外観及びびびび外形寸法外形寸法外形寸法外形寸法

単位ｍｍ（（（（１１１１））））集中検針盤集中検針盤集中検針盤集中検針盤（（（（バスバスバスバス方式方式方式方式））））

単位ｍｍ（（（（２２２２））））集中検針盤集中検針盤集中検針盤集中検針盤（（（（スタースタースタースター方式方式方式方式））））

取付穴

2-φ11ダルマ穴

２
０

４５０

７５

４
５
０

2-φ11

取付穴

ネームプレート 表扉

（ｔ＝１．６）

ネームプレート

錠

３００

４
０
０

１３５

２０

箱体
（ｔ＝１．６）

（ｔ＝１．６）

表扉

錠

４５０

５
３
０

２００

２０

ネームプレート 箱体

ネームプレート

（ｔ＝１．６）

３００ ７５

４
３
０

５
０
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表扉を開けたところ （バス、スター共標準タイプ）

・中扉ツマミ ：このツマミを回してネジを外し、中扉を開けます。

・検針操作部 ：メンブレンスイッチ（キーシート）を押すことにより、各機能

を操作します。

・プリンター出力用コネクター：プリンター（ＱＲ１）を接続し、検針値を印字するときに使用

します。

※本図は、標準仕様の集中検針盤です。

単位ｍｍ（（（（３３３３））））端末伝送器端末伝送器端末伝送器端末伝送器

ドアスイッチ

電源スイッチ

中扉ツマミ

検針操作部

（ｔ＝１．６） コネクター

プリンター出力用中扉

化粧板

φ５ダルマ穴

（コード導入口）

３－φ２６

２－６×２０

取付穴

ネームプレート

５０

２
５

２００

６０ ５０

４
５

２
５
０

１
８
５

２
０

５０

ネームプレート



- 6 -

２２２２－－－－２２２２ 検針操作部検針操作部検針操作部検針操作部のののの名前名前名前名前とととと働働働働きききき

状態表示ＬＥＤ：使用状態をＬＥＤの点灯により表示します。

通電（緑） ：通電されていることを表示します。

順送／逆送（赤）：検針の順序を表示します。

自動／手動（赤）：検針の種類を表示します。

検針速度選択スイッチ：検針速度（計量値の表示時間）を４秒、８秒、１２秒の３段階に切り換えできます。

表示されたスイッチの位置が検針速度になります。

ボタン及びキー 名 称 働 き

棟 棟番号指定ボタン 検針を行う棟を指定します。

室 部屋番号指定ボタン 検針を行う部屋を指定します。

順／逆 順方向／逆方向 順送りまたは、逆送りを選択します。

選択ボタン キーを押す毎に順送り、逆送りが切換わります。

手動 手動ボタン 現在表示している部屋番号を検針表示または、プリントします。

キーを押す毎に部屋番号を順送りまたは、逆送りします。

自動 自動ボタン 現在表示している部屋番号以降を、連続して検針表示またはプリ

ントします。

取消 取消ボタン 連続して検針している作業を停止させます。

２回続けて押すと検針スタート状態（全てがブランク表示）に戻

ります。

０ ～ ９ テンキー 数字キーにより、任意の部屋番号を指定します。

部屋番号以外は使用できません。

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２
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２２２２－－－－３３３３ 検針盤検針盤検針盤検針盤のののの操作方法操作方法操作方法操作方法

（（（（１１１１））））検針盤検針盤検針盤検針盤のののの基本操作基本操作基本操作基本操作

電源投入時の画面表示（初期表示）

1.電源スイッチを「ＯＮ」（┃側）にします｡

電子音が ”ピッ” と鳴ります。同時に、各表示部に

を表示します。 全てのＬＣＤとＬＥＤ８８８８

が点灯し、表示のチェックをします。

2.表示のチェック後、画面１のように表示します。

但し、自動検針対応の場合は、画面２のように表示し

ます。

■：点灯を表します

□：消灯を表します

画面１

自動検針対応の電源投入時の画面表示（初期表示）または、取消ボタンを２回押した検針スタート状態の画面

3.取消ボタンを２回押すと検針スタート状態、画面２に

なります。

4.自動検針対応の検針盤では、検針操作終了後（計量値が

表示されている状態）で、その後なにも操作せず、検針

もしていない状態で約１０分放置すると、表示が自動的

に消えて、画面２の状態になります。

画面２

（（（（２２２２））））検針順検針順検針順検針順のののの選択選択選択選択（（（（順送順送順送順送りまたはりまたはりまたはりまたは、、、、逆送逆送逆送逆送りをりをりをりを選択選択選択選択））））

1. 順／逆 ボタンを押すと、状態表示の順送り（画面３）または、逆送り（画面４）のＬＥＤが交互に

点灯します。

2..ＬＥＤの点灯している検針順で検針します。

順送り検針の表示 逆送り検針の表示

画面３ 画面４

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２
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（（（（３３３３））））検針速度検針速度検針速度検針速度のののの設定設定設定設定

1.検針速度選択スイッチでスイッチを希望する速度に設

定すれば設定された時間間隔で検針できます。

自動読取り検針の場合、その速度を下記の３段階に切

り換えできます。

４(秒)

検針速度 ８(秒)

１２(秒)

画面５および、この取扱説明書の中の画面表示は、

検針速度を８秒の設定にしてあります。

画面５

（（（（４４４４））））全棟読取全棟読取全棟読取全棟読取りりりり検針検針検針検針

システムすべてのメーターの計量値を、自動ボタンを押すことにより、自動的に検針できます。

計量値は、データ表示部に順次４桁デジタル表示（ 単位）します。â

1.電源スイッチ「ＯＮ」で、電子音が ”ピッ” と鳴り

ます。同時に、各表示部に を表示します。８８８８

2.つぎに、自動ボタンを押します。検針を指定されたメ

ーターから、順に電子音 ”ピッ” とともに、計量値

をデータ表示部に４桁デジタル表示します。また状態

表示の自動のＬＥＤが点灯します（画面６）。

3.検針速度選択スイッチで指定された時間経過したのち

電子音とともにつぎのメーターの計量値表示に切り換

わります。この動作を繰り返して、全棟読取り検針を

します。

（注）

検針を途中で止めたいときには、取消ボタンを１回押

画面６ します。引きつづいて検針を再開したいときには自動

ボタンを押してください。取消ボタンを２回押すと、

検針スタート状態、画面２になります。

エラーが検出されると、データ表示部にエラー表示を

する（画面７）とともに、その場でストップします。

その場合、自動ボタンを押すことによって、エラーの

あった部屋番号のメーターから検針を再開できます。

次の部屋から検針を再開したい場合は、室（部屋番号

指定）ボタンを押して、次の部屋番号を表示させてから

自動ボタンを押してください。次の部屋番号から検針を

再開します。

なお、エラー処理については、Ｐ１３の「２－４ エ

ラー表示」をご参照ください。

画面７

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２
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（（（（５５５５））））特定棟特定棟特定棟特定棟のののの棟別読取棟別読取棟別読取棟別読取りりりり検針検針検針検針

棟指定ボタンで希望する棟を指定した後、自動ボタンを押します。これによりその棟すべてのメ

ーター計量値を順に、データ表示部に４桁デジタル表示（ 単位）します。â

1.電源スイッチ「ＯＮ」で、電子音が ”ピッ” と鳴りま

す。同時に、各表示部に を表示します。８８８８

2.つぎに、棟指定ボタンで希望する棟を指定したあと、

自動ボタンを押します。検針を指定されたメーターか

ら、順に電子音 ”ピッ” とともに、計量値をデータ表

示部に４桁デジタル表示します（画面８）。

3.検針速度選択スイッチで指定された時間経過したのち、

電子音とともにつぎのメーターの計量値表示に切り換わ

ります。この動作を繰返して、棟のメーターを自動読取

検針します。

4.つぎの棟検針の場合（Ａ棟のつぎのＢ棟を検針する場

合）には、2.の操作をすれば検針できます。

画面８

（（（（６６６６））））個別読取個別読取個別読取個別読取りりりり検針検針検針検針（（（（任意読取任意読取任意読取任意読取りりりり検針検針検針検針））））

システムすべてのメーター計量値は、各ボタンを押すことにより、手動で検針できます。

計量値は、データ表示部に４桁デジタル表示（ 単位）します。â

１）任意のメーターを検針する場合

1.電源スイッチ「ＯＮ」で、電子音が ”ピッ” と鳴りま

す。同時に、各表示部に を表示します。８８８８

2.棟ボタンを押し、希望の棟を指定します（複数棟の場

合のみ指定します。１棟の場合この操作は必要ありませ

ん）。

3.棟を指定した後、テンキーで希望の部屋番号を入力しま

す。

4.手動ボタンを押して、検針をスタートさせます。

5.計量値の表示をします（画面９）。

6.別の部屋の検針の場合には、2.からの操作で検針できま

す。

２）希望の棟のメーターを番号順に検針する場合

1.電源スイッチ「ＯＮ」で、電子音が ”ピッ” と鳴りま

画面９ す。同時に、各表示部に を表示します。８８８８

2.棟ボタンを押し、希望の棟を指定します（複数棟の場

合のみ指定します。１棟の場合この操作は必要ありませ

ん）。

3.室（部屋番号指定）ボタンを押し、検針したい部屋番号

が表示されるまで、繰り返し室（部屋番号指定）ボタン

を押します。

4.検針したい部屋番号が表示された状態で、手動ボタンを

押して検針をスタートさせます。

5.計量値の表示をします（画面９）。

6.別の部屋の検針の場合には、2.からの操作で検針できま

す。

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２
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（（（（７７７７））））プリンタープリンタープリンタープリンター（ＱＲ（ＱＲ（ＱＲ（ＱＲ１１１１））））にににに検針値検針値検針値検針値をををを打出打出打出打出すすすす場合場合場合場合（（（（標準標準標準標準タイプタイプタイプタイプ））））

すべてのメーター計量値を、プリントできます。

画面が表示されている状態での、プリンター（ＱＲ１）の接続・取

外しは絶対に行わないでください。

検針盤およびプリンター（ＱＲ１）が故障する恐れがあります。

1.プリンターを接続するときには、必ず電源スイッチを

「ＯＦＦ」にしてから接続してください。

2.プリンターをコネクタに接続します。

3.電源スイッチ「ＯＮ」で、電子音が ”ピッ” と鳴りま

す。同時に、各表示部に を表示します。８８８８

4.全棟読取り検針・・・・・・・自動ボタンを押します。

（画面１０）

特定棟の棟別読取り検針･･････棟指定ボタンを押した後、

自動ボタンを押します。

（画面１１）

個別読取り検針･･････････････棟指定ボタンを押して、

室（部屋番号指定）ボタ

ンを押した後、手動ボ

タンを押します。

（画面１２）

画面１０ 上記の操作は、全棟読取り検針、特定棟の棟別読取り検

針、個別読取り検針と同様です。

5.プリント終了｡なお、全棟・棟別プリンター検針のときは

プリント用紙を切りとりやすいように、４行空送りして

から止まります。

画面１１ 画面１２

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２

部 屋 選 択状 態 表 示

検 針 速 度

１

７

４

３

９

６５

８

２



- 11 -

（（（（８８８８））））プリンタープリンタープリンタープリンター（（（（サーマルプリンターサーマルプリンターサーマルプリンターサーマルプリンター））））にににに検針値検針値検針値検針値をををを打出打出打出打出すすすす場合場合場合場合（（（（プリンタープリンタープリンタープリンター内蔵内蔵内蔵内蔵タイプタイプタイプタイプ））））

1. 電源スイッチ「ＯＮ」で、電子音が ”ピッ” と鳴ります。同時に、各表示部に を表８８８８

示します。以後の操作は、全棟読取り検針、特定棟の棟別読取り検針、個別読取り検針と同様です。

検針値はプリンターに打出されます。

電源が入っている状態で、プリンター用コネクターの抜き差しは、

行わないでください。

検針盤およびプリンターが故障する原因になります。

（（（（９９９９））））プリンタープリンタープリンタープリンター（ＱＲ（ＱＲ（ＱＲ（ＱＲ２２２２））））にににに検針値検針値検針値検針値をををを打出打出打出打出すすすす場合場合場合場合（（（（プリンタープリンタープリンタープリンター内蔵内蔵内蔵内蔵タイプタイプタイプタイプ））））旧型旧型旧型旧型（ＰＲ（ＰＲ（ＰＲ（ＰＲーーーー２２２２Ｓ）Ｓ）Ｓ）Ｓ）用用用用

1. 電源スイッチを「ＯＦＦ」にしてから、プリンター用スイッチを「ＯＮ」にしてください。

2. 電源スイッチ「ＯＮ」で、電子音が ”ピッ” と鳴ります。同時に、各表示部に を表８８８８

示します。以後の操作は、全棟読取り検針、特定棟の棟別読取り検針、個別読取り検針と同様です。

検針値はプリンターに打出されます。

3. プリンター(ＱＲ２)への打出しをしない場合は、必ずプリンター用スイッチを「ＯＦＦ」にしてくだ

さい。

画面が表示されている状態で、プリンター用スイッチを「ＯＮ」に

しないでください。

検針盤およびプリンター（ＱＲ２）が故障する原因になります。

印字しない場合は、必ずプリンター用スイッチを「ＯＦＦ」にして

ください。

（（（（１０１０１０１０））））プリンタープリンタープリンタープリンター（（（（サーマルプリンターサーマルプリンターサーマルプリンターサーマルプリンター））））用紙用紙用紙用紙のののの取替取替取替取替ええええ方法方法方法方法（（（（プリンタープリンタープリンタープリンター内蔵内蔵内蔵内蔵タイプタイプタイプタイプ））））

感熱紙（ロール紙）に赤色の帯状のマークが出たら、新品の感熱紙と交換してください。

感熱紙型式：Ｐ－５８－１５

１）交換方法

1. 感熱紙を準備する

①新品の感熱紙を袋から取り出してください。

②感熱紙の先端の糊付けをはがしてください。

③感熱紙の糊が残っている部分は印字できませんので、下図のように垂直にまっすぐカットして

ください。

糊が残っている所をカットする。

糊
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糊糊糊糊がががが残残残残っているっているっているっている所所所所ををををカットカットカットカットするするするする際際際際にはにはにはには、、、、手手手手でででで破破破破らずらずらずらず、、、、必必必必ずずずずハサミハサミハサミハサミやややや

カッターナイフカッターナイフカッターナイフカッターナイフでまっすぐにでまっすぐにでまっすぐにでまっすぐにカットカットカットカットしてくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

手で破ったり斜めにカットすると紙詰まりの原因となります。

固固固固いいいい物物物物でででで強強強強くこすったりくこすったりくこすったりくこすったり、、、、有機溶剤有機溶剤有機溶剤有機溶剤のののの近近近近くにくにくにくに置置置置かないでくださいかないでくださいかないでくださいかないでください。。。。

変色・変質の原因となります。

塩塩塩塩ビフィルムビフィルムビフィルムビフィルム、、、、消消消消ししししゴムゴムゴムゴムやややや粘着粘着粘着粘着テープテープテープテープにににに長時間接触長時間接触長時間接触長時間接触させないでくだささせないでくだささせないでくだささせないでくださ

いいいい。。。。

変色・変質の原因となります。

汗汗汗汗ばんだばんだばんだばんだ手手手手でででで触触触触れないでくださいれないでくださいれないでくださいれないでください。。。。

変色・変質の原因となります。

2. パネルを取り外す

①下図のようにパネルの両側のロックレバーを内側に押しながらパネルを取り外してください。

3. プリンター内部を引き出す

①引き出しツマミ（赤い部品）を使ってプリンター内部を手前へ引き出してください。

パネルを取り外したプリンターを

正面から見た図

プリンターを横から見た図

取り外す

押しながら

押しながら

パネル

中扉

引き出しツマミ 引き出す
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引引引引きききき出出出出ししししツマミツマミツマミツマミ以外以外以外以外のところはのところはのところはのところは触触触触らないでくださいらないでくださいらないでくださいらないでください。。。。

微少電流が流れていますので感電する恐れがあります。

また、高温になっている部品がありますので火傷する恐れがありま

す。

必要以上必要以上必要以上必要以上にににに引引引引きききき出出出出さないでくださいさないでくださいさないでくださいさないでください。。。。

プリンター内部のストッパーが折れる恐れがあります。

4. 感熱紙をセットする

①残っている感熱紙の芯を引き抜いてください。

②下図のように感熱紙をセットしてください。このとき、感熱紙の方向に注意してください。

○正しい ×間違い

感熱紙感熱紙感熱紙感熱紙のののの向向向向きにきにきにきに注意注意注意注意してしてしてして正正正正しくしくしくしくセットセットセットセットしてくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

方向を間違えると印字できません。

③ＦＥＥＤスイッチを押しながら、感熱紙の先端を感熱紙挿入口にまっすぐ差し込んでください。

正しく差し込まれていれば、感熱紙が自動的に送り出されます。

ＦＥＥＤスイッチを押していても感熱紙が出てこない場合は、感熱紙の先端がローラーまで届

いていないか、曲がって挿入したために詰まっていることが考えられますので、一旦引き抜き、

まっすぐ深めに挿入するようにしてください。

感熱紙
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プリンター正面から感熱紙が出てくるまでＦＥＥＤスイッチを押し続けてください。

④引き出したプリンター内部を元に戻してください。

⑤感熱紙の先端をパネルの紙切の出口に通しながら、パネルを元の位置に取り付けてください。

（（（（１１１１１１１１））））プリンタープリンタープリンタープリンター用紙用紙用紙用紙のののの取替取替取替取替ええええ方法方法方法方法（（（（プリンタープリンタープリンタープリンター内蔵内蔵内蔵内蔵タイプタイプタイプタイプ））））旧型旧型旧型旧型（ＰＲ－（ＰＲ－（ＰＲ－（ＰＲ－２２２２Ｓ）Ｓ）Ｓ）Ｓ）用用用用

１．上蓋を手前に引いてはずしてください。

２．古いプリンター用紙を固定用溝から取り出してください。

３．古いプリンター用紙を紙支え用棒から抜いてください。

４．紙送りツマミを手前に回して、古いプリンター用紙を送り出してください。

５．新しいプリンター用紙を紙支え用棒に差し込んでください。

６．新しいプリンター用紙を固定用溝に挿入してください。

注：挿入するときは、紙の向きに注意してください。

(光沢のある面を図の向きにして挿入してください。)

７．プリンター用紙の端を紙挿入口の止まるところで差し込んでください。

８．紙送りツマミを手前に回して、プリンター用紙が入っていくことを確認してください。もし入

っていなければ、もう一度プリンター用紙を紙挿入口に差し込み直してください。

９．プリンター用紙が出てくるまで紙送りツマミを回してください。

１０．上蓋をはめてください。

注：ガイドは、上蓋の外に出すようにしてください。

カッター

紙送りツマミ

紙挿入口

ガイド

プリンター用紙

上 蓋

紙支え用棒

固定用溝

プリンター用紙

ボビン

光沢面

ＦＥＥＤスイッチ

感熱紙

感熱紙挿入口
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（（（（１２１２１２１２））））プリンタープリンタープリンタープリンター検針検針検針検針でのでのでのでの印字例印字例印字例印字例

１．全棟読取り検針

*******************

AR_2SIGMA 建物の名称などが印字されます。

AICHI MANSION

*******************

A101 TOU 棟番号

ROOM--- DATA

101--- 0123

102--- 0234 部屋番号と検針値。

103--- 0345

104--- 0456

0001--- 0567

B101 TOU 棟番号

ROOM--- DATA

101--- 0123

102--- 0234 部屋番号と検針値。

103--- 0345

104--- 0456

0002--- 0567

２．特定棟の棟別読取検針

A101 TOU 棟番号

ROOM--- DATA

101--- 0123

102--- 0234 部屋番号と検針値。

103--- 0345

104--- 0456

0001--- 0567

３．個別読取検針（任意読取検針）

101--- 0123

102--- 0234 部屋番号と検針値。

103--- 0345

104--- 0456

0001--- 0567
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２２２２－－－－４４４４ エラーエラーエラーエラー表示表示表示表示

（（（（１１１１））））エラーエラーエラーエラーＮｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．ととととエラーエラーエラーエラー内容内容内容内容

エラーが検出されると、計量値の表示部に下記のエラー№を表示し、運転が止まります。プリンタ

す。ー検針の場合はプリンターにエラー№を印字して（但し、E-55は印字せず表示をします）止まりま

通し番号 エラー№ エ ラ ー 内 容

棟番号が指定されていません。１ Ｅ－０１

部屋番号が指定されていません。２ Ｅ－０２

部屋番号が登録されていません。３ Ｅ－０３

集中検針盤の切り換えユニット内のモデム部が故障です。４ Ｅ－１１

集中検針盤から端末伝送器への下り電文が通信エラーです。５ Ｅ－１２

端末伝送器からの上り電文が返ってきません。６ Ｅ－１３

端末伝送器からの上り電文が途中で中断してしまいました。７ Ｅ－１４

端末伝送器からの上り電文にＢＣＣエラーが起きました。８ Ｅ－２０

メーター線から電圧が出ています。９ Ｅ－２１

メーター線がショートしています。１０ Ｅ－２２

メーター線がつながっていません。１１ Ｅ－２３

メーターからの伝送信号にストップビットがありません。１２ Ｅ－２４

メーターからの伝送信号にスタートビットがありません。１３ Ｅ－２５

メーターからの伝送信号に反転照合エラーがおきました。１４ Ｅ－２６

メーターからの伝送信号のＳＴＸがエラーです。１５ Ｅ－２７

メーターからの伝送信号のＥＴＸがエラーです。１６ Ｅ－２８

端末伝送器からの上り伝送信号のＳＴＸがエラーです。１７ Ｅ－２９

端末伝送器からの上り伝送信号のＥＸＴがエラーです。１８ Ｅ－３０

検針値が数字以外の文字になっています。１９ Ｅ－３１

エンコーダ部の数字車の配線がショートしています。２０ Ｅ－３２

エンコーダ部の数字車の接触が開放になっています。２１ Ｅ－３３

エンコーダ部の数字車の接触が不安定で読み取れません。２２ Ｅ－３４

プリンターが異常です。２３ Ｅ－５５

（（（（２２２２））））エラーエラーエラーエラーＮｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．とととと想定想定想定想定できるできるできるできる原因原因原因原因

検針中にエラーがでた場合、同じメーターを２～３度検針してみてください。それでも検針できない

（エラー表示がでる）場合は下表を参照してください。

通し番号 エラー№ 内 容

集中検針盤での操作ミスです。棟番号指定を正しくやり直す。１ Ｅ－０１

集中検針盤での操作ミスです。部屋番号指定を正しくやり直す。２ Ｅ－０２

集中検針盤の操作ミスです。登録されている部屋番号を指定し直す。３ Ｅ－０３

集中検針盤内の切り換えユニットを取り替える。４ Ｅ－１１

集中検針盤内の制御ユニットを取り替える。５ Ｅ－１２

該当する端末伝送器のアドレス設定ミスです。設定し直す。６ Ｅ－１３

該当する端末伝送器を取り替える。７ Ｅ－１４

マルチラインケーブルにノイズが乗っているので、時間をおいて再検針をする。８ Ｅ－２０

メーターからの２線が独立で端末伝送器に入っていることを確認する。９ Ｅ－２１

該当するメーターから端末伝送器までの２線コードがショートしていないか調べ１０ Ｅ－２２

る。

メーターからの２線(ＤＴ、ＳＧ線)が端末伝送器に逆接続になっていないことを調べる。１１ Ｅ－２３

該当するメーターのエンコーダを取り替える。１２ Ｅ－２４

同 上１３ Ｅ－２５

メーターからの２線にノイズが乗っていますので、時間をおいて再検針する。１４ Ｅ－２６

該当するメーターのエンコーダを取り替える。１５ Ｅ－２７

同 上１６ Ｅ－２８

再検針をしてみてだめなら端末伝送器を取り替える。１７ Ｅ－２９

同 上１８ Ｅ－３０

該当するメーターのエンコーダを取り替える。１９ Ｅ－３１

同 上２０ Ｅ－３２

同 上２１ Ｅ－３３

同 上２２ Ｅ－３４

プリンターを取り替えてみる。だめならばプリンター用電源ＰＳ１を取り替える。２３ Ｅ－５５
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§§§§３３３３．．．．取扱取扱取扱取扱いいいい上上上上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項

３３３３－－－－１１１１ 交換部品交換部品交換部品交換部品についてについてについてについて

1.直流電源交換の時期について

取付後約１０年経過した場合は電源の交換が必要です。交換時期となりましたら、最寄り

の当社支店または営業所までご連絡ください。

2.電池交換の時期について（自動検針対応品のみ）

停電の累積時間が１０，０００時間（約４００日）を超過した場合や、取付後約１０年経

過した場合は電池の交換が必要です。交換時期となりましたら、最寄りの当社支店または営

業所までご連絡ください。

３３３３－－－－２２２２ 廃棄廃棄廃棄廃棄

1. バックアップ用の電池を外してください（自動検針対応品のみ）。

検針操作部の扉の裏側に挿入されている電子ユニットまたは、裏側に取付いているユニットの電池

を外してください。

コネクター

電池 電池

電子ユニット 電子ユニット

2. 廃棄は各自治体の条例または指針に従ってください。
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§§§§４４４４．．．． 機器仕様機器仕様機器仕様機器仕様

４４４４－－－－１１１１ 集中検針盤集中検針盤集中検針盤集中検針盤（（（（バスバスバスバス方式方式方式方式））））

項 目 内 容

名 称 自動呼出装置付集中検針盤バス方式（ＰＲ□□－２Ｓ ）□

伝 送 回 線 数 最大１０回線（端末伝送器は１回線当たり１６個まで接続可

能）

検 針 メ ー タ ー 数 最大２５６０台（１６台／端末伝送器×１６台端末伝送器／回

線×１０回線）

棟 番 号 ４桁 （００００～ＦＦＦＦ） 液晶表示

表 示 部屋番号 ４桁 （００００～ＦＦＦＦ） 液晶表示

計 量 値 ４桁 （００００～ＦＦＦＦ） 液晶表示

â表示の１単位は１

システム内の異常を２３項目にわたり判別し、エラーコード表

示

自 動 連続順送り、逆送り 検針速度 ４、８、１２秒

切 換 え 手 動 押しボタンスイッチにより１つずつ順送り

任意選択 棟番号＋部屋番号の選択（テンキーによる）

データ通信 通信方式 ＦＳＫ１２００ｂｐｓ

（集中検針 通 信 線 ４心シールドケーブル φ１．２ (推奨ＦＣＰＥＶ線）

盤と端末伝 通信距離 最大１ｋｍ（但し条件有り：条件は、集中検針盤ＡＲ－ⅡΣ工

送器間) 事指導書（工事設計編）の§８．１チャンネルに接続できる端

末伝送器台数を参考にしてください）

電 源 ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ 最大７５ＶＡ

使 用 温 度 範 囲 －５℃～＋５０℃

使 用 湿 度 範 囲 ９０％ＲＨ以下（但し結露しないこと）

塗 装 色 メラミン樹脂焼付塗装 日塗工（年度）２２－９０Ｂ

外 形 寸 法 Ｗ４５０×Ｈ４５０×Ｄ１３５㎜

構 造 防滴、防塵構造とし、扉の蝶番は内側に取付け。扉内面にパッ

キン付き

取 付 方 法 屋内壁面取付

プ リ ン タ ー プリンター出力用コネクター付き

４４４４－－－－２２２２ 集中検針盤集中検針盤集中検針盤集中検針盤（（（（スタースタースタースター方式方式方式方式））））

項 目 内 容

名 称 自動呼出装置付集中検針盤スター方式（ＰＲ□□－２Ｓ ）□

検 針 メ ー タ ー 数 最大６４（または３２）台

棟 番 号 ４桁 （００００～ＦＦＦＦ） 液晶表示

表 示 部屋番号 ４桁 （００００～ＦＦＦＦ） 液晶表示

計 量 値 ４桁 （００００～ＦＦＦＦ） 液晶表示

â表示の１単位は１

システム内の異常を２３項目にわたり判別し、エラーコード表

示

自 動 連続順送り、逆送り 検針速度 ４、８、１２秒

切 換 え 手 動 押しボタンスイッチにより１つずつ順送り

任意選択 棟番号＋部屋番号の選択（テンキーによる）

データ通信 通信方式 ベースバンド方式（半二重） ２００ｂｐｓ

（集中検針盤 通 信 線 ２心ケーブル φ０．９ (推奨ＡＥ警報用電線）

とメーター 通信距離 最大２００ｍ

間）

電 源 ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ 最大１７ＶＡ

使 用 温 度 範 囲 －５℃～＋５０℃

使 用 湿 度 範 囲 ９０％ＲＨ以下（但し結露しないこと）

塗 装 色 メラミン樹脂焼付塗装 日塗工（年度）２２－９０Ｂ

外 形 寸 法 Ｗ４５０×Ｈ５３０×Ｄ２００㎜

構 造 防滴、防塵構造とし、扉の蝶番は内側に取付け。扉内面にパッ

キン付き

取 付 方 法 屋内壁面取付形

プ リ ン タ ー プリンター出力用コネクター付き
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４４４４－－－－３３３３ 端末伝送器端末伝送器端末伝送器端末伝送器

項 目 内 容

型 番 ＲＴ１６－Ｄ０、ＲＴ１６－Ｅ５

接 続 メ ー タ ー 数 最大１６台

データ通信 通信方式 ベースバンド方式（半二重） ２００ｂｐｓ

（端末伝送器 通 信 線 ２心ケーブル φ０．９ （推奨ＡＥ警報用電線）

とメーター 通信距離 最大２００ｍ

間）

電 源 集中検針盤より供給

使 用 温 度 範 囲 －５℃～＋５０℃

使 用 湿 度 範 囲 ９０％ＲＨ以下（但し結露しないこと）

取 付 方 法 屋内壁面取付

ケ ー ス 材 料 ＡＢＳ樹脂

塗 装 色 日塗工（年度）２２－９０Ｂ相当

外 形 寸 法 Ｗ２００×Ｈ２５０×Ｄ５０㎜

§§§§５５５５．．．．保証保証保証保証ととととアフターサービスアフターサービスアフターサービスアフターサービス

より速く、確実に修理するためには、製品名（ＡＲ－ⅡΣ），使用環境，故障内容などを

できるだけ詳しくお知らせください。

補修用性能部品の最低保有期間

集中検針盤の補修用性能部品 の最低保有期間は、製造打ち切り後７年です。※

※補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。


